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IV あきる野市の植物 

1 調査方法 

植物種の調査は、面的な調査と季節ごとの調査が不可欠である。今回の調査では、山

地、丘陵地、河川に分け、植物の生長時期に合わせ調査を実施したが、特に特徴的な植

物が豊富と言われている山地に重点を置いて、谷部と尾根を中心に調査を行った。また、

調査する植物種は維管束植物（シダ植物以上）とした。 

調査概要は、次のとおりである。 

 

（１）植物相調査 

ある特定の地域に生育する植物の全種類を総称して、植物相という。植物相調査は、

その地域に生育する植物の種類を明らかにすることを目的とする。 

植物は、開花、結実、紅葉など、季節ごとに姿を変えてしまうものも多くある。また、

季節により姿を消してしまい、限られた期間しか見られないものもある。そのような植

物を網羅するため、季節ごとの調査を実施した。 

調査に当たっては、地図に調査地の植生（植林、コナラ林等）、巨木（直径の計測）、

希少種の位置の記入などのほか、写真撮影も行った。 

 

（２）植生調査 

地表を包んでいる植物の集まりを植生という。植生調査は、その地域がどのような植

物の集団で覆われているかを明らかにすることを目的とする。 

今回の植生調査は、コドラート法という調査方法を用いて、山地を中心に約 40 か所

で実施した。この方法により、調査地区に一定の広さの調査区域（一辺の長さ 20m 程

度の正方形又は長方形）を決めて、区画内の各階層（高木層、亜高木層、低木層、草本

層）で見つかる植物を全て記録した。また、植物種ごとに、各階層での面積を占める割

合（被度）、株の集まり具合（群度）を調査し、記録した。これらの結果を「東京都植生

調査報告書」（1987 年）を参考に、調査地の植物群落の種類を判定し、植生図の作成

も行った。 
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◇植生調査の様子 

 

  

調査の区画は正方形か長方形

に設置し、紐か巻尺を張る 
草本層の構成種には、低木層、

亜高木層、高木層の構成種の

芽生えや稚樹も含まれる 

高木層の被度（樹冠

の広がり）は地上か

ら見上げて決める 
高木層の群度

は小さい 

草本層にも被度

は大きいが群度

は小さい株張型

の植物がある。 

（アカネ、カキ

ドオシなど） 
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2 調査結果 

あきる野市は、標高 1,000ｍ前後の山地、標高 300m 前後の丘陵地、台地、多摩川

や秋川、平井川等の河川など、多様な自然環境に恵まれている。そのため植物は豊富で、

本調査では 1,500 種余りが確認された。また、希少種も多数確認されている。昭和 13

（1938）年に刈寄山で発見されたカリヨセウツギや秋川丘陵に残されたツガ林等、特

徴的なものもある。 

これから報告する調査結果については、既に発行されている「知って守ろうあきる野

の自然」（リーフレット）の地図面を併せて参照されたい。 

 

（１）山地の植物 

市内の山地は、高いところで標高 1,000m 前後であり、山地特有の植物のほか、クリ、

コナラ等の丘陵地に生育する植物も多数確認された。丘陵地の植物の多くは、生育範囲

が広く、山地にも見られる。尾根では、標高 600m 付近から山地を代表する樹木の一つ

であるミズナラが出現し、その場所が山地であることの目安となる。市内の標高 600m

を超える山地は、馬頭刈尾根、御岳沢源流域の岩石園、サルギ尾根、盆堀川流域、戸倉

三山（刈寄山、臼杵山、市道山）及び金比羅尾根の麻生山付近である。なお、金比羅尾

根にはミズナラはあるが、ほとんどが植林帯のため、林床植物は少ない。 

①調査地点の状況 

本調査は、山地に重点を置き調査を実施してきたが、中でも特筆すべき調査地点を 3

地点紹介する。 

◇馬頭刈尾根の植物 

馬頭刈尾根は、標高 1,266.5m の大岳山から南東に伸び、標高 798m の高明山（光

明山）に達している。古いガイドブックに「岩の多いススキ草原と眺めが良い山」と記

載されているが、その名残が標高 1,054m の富士見台にある。ススキの他にマルバハギ、

オオバギボウシ、シシウド、ノリウツギなどの植物が生え、花には多種の昆虫が訪れて

いる。つづら岩は馬頭刈尾根のシンボル的なチャートの岩で、高さ 35m、幅約 50m で

ある。檜原村側は絶壁だが、あきる野市側はやや緩い傾斜でヒノキが目立つ。つづら岩

は、岩の上まで道があり、上からの眺めは良い。岩上には、アブラツツジ、バイカツツ

ジなどのツツジ科の低木が多く、特徴的である。尾根の檜原村側はヒノキの植林帯で、

あきる野市側は適度に手入れされたミズナラ林である。 

馬頭刈山山頂の南側は、展望のため木を伐採して草地になっている。以前は、山頂に

コスモスやスモモなどが植えられ、今でもスモモなどの園芸種の植物が残っている。高

明山（光明山）までの途中の岩場からは、高明神社参道の大きなスギ、ヒノキ、モミな

どの並木が見える。 

高明山（光明山）は、山地性樹木のブナなどが見受けられるが、一方、通常は低地で

見られるシロダモが群生するなど、興味深い山である。 
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ナラより葉が大きく、柄が短い。樹皮は、鱗片状に剥がれる特徴があり、幹でも見分け

られる。コナラとともに火力のある良質な炭材となる。 

ミズナラなどのブナ科の植物の多くはドングリがなり、クマの餌にもなる。クマがド

ングリを食べた後の折れた枝には枯葉が冬まで残り、これをクマ棚という。 

◇ブナ 

ブナは、ミズナラよりやや標高の高い位置から出現し、樹林をつくる。日本海側のブ

ナと比べると太平洋側のブナは葉が小さい。凹凸のない樹皮には、地衣類がついて模様

をつくる。高明山（光明山）参道の標高 700m 付近に 5 本あり、樹高の平均は 30m、

直径は約 70cm である。樹勢は良いが、若木は見当たらず小さな実生を一株確認しただ

けである。ブナは、盆堀川沿いやグミ尾根には植林されている。 

◇シラカバ 

市内の山は、陽樹のシラカバには適さなくなっているためか、数えるほどしかなく、

枯死した木も見られる。高原に真っ直ぐに生えているイメージの樹木だが、上高岩山の

ものは日の当たる岩に自生し、幹が分かれた樹形になっている。 

◇ナツツバキ 

ナツツバキは、樹皮に灰白色と赤褐色の斑紋があり、幹だけでもナツツバキと分かる。

名前のとおり夏に白いツバキのような花が咲くが、高い木の上に咲くため、通常、落ち

た花しか見られない。 

◇ギンバイソウ 

沢沿いに多い高さ 1m 程の多年草で、夏に白いアジサイのような花が咲く。葉の先が

二股になっているのは、他の植物にない特徴である。 

◇カメバヒキオコシ 

葉の形が亀に似ているシソ科の多年草で、沢沿いに群生し、夏に青い花が穂状に咲く。 

◇確認されたその他の植物 

木本 

カツラ、ミズメ、ウダイカンバ、ヤマグルマ、ミヤマザクラ、ナンキンナナカマド、

オオバノキハダ、アサノハカエデ、ウリハダカエデ、アブラツツジ、シロヤシオ、

ホツツジ、オオウラジロノキ など 

草本 
オオバショウマ、ツルキンバイ、ジャコウソウ、ミヤマママコナ、メタカラコウ、

フクオウソウ、タムラソウ、ツクバネソウ、キヌタソウ、バイケイソウ など 

 

（２）丘陵地の植物 

草花丘陵は、市域では、東端の大澄山（標高 192m）から西端の青梅市、日の出町と

の境（標高 346m）まで続き、菅生地区を流れる鯉川の水源となり、川沿いの水田を潤

している。そして、菅生の地名にもなったというスゲの仲間のカサスゲが今でも個人宅

に残っており、かつては広く自生していたものと推察できる。秋川丘陵は、雹留山   

（ひょうどめやま）の標高 270m が最高地となっており、丘陵の北側は、川の侵食に  

よってできた六枚屏風岩に代表される悪地地形で、山地のような深い谷となっている。 

横沢入地区は、標高 300m 前後の尾根が谷津田を囲む特異な地形である。湿地は谷津
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（３）河原の植物 

多摩川の永田橋と羽村大橋の間は、多摩川全域の中でも自然が豊かである。この付近

には、カワラノギクの最大の群生地がある。カワラノギクは、昭和 3（1928）年に多

摩川（立川市）で発見された河原特有の植物である。以前から国土交通省、研究者、ボ

ランティアによる保護育成が行われ、動植物のほか各分野で生態系学術調査も行われて

いる。 

カワラノギクは、増水で草木が流されてできる丸石河原を生育適地としている。その

ため、生育している場所に植物が茂り、泥が溜まると生育不敵地となり、種子が届く範

囲に新たな適地が必要になる。この植物は、増水による川の氾濫を必要とするなど、自

生が難しい植物といえる。 

   
1980 年代に多摩川最大の

カワラノギク群生地であっ

た羽村大橋下流。 

その後周囲にススキなどの

草が増えたため年々衰退し、

今は見られない。 

  

  
カワラノギクとムラサキエノコログサは、丸石

河原に群生する。（昭和 62 年撮影） 
年々河原らしさがなくなり、カワラノギクの不

適地となった。（平成 24 年撮影） 

  

名前に「カワラ」が付く植物は丸石河原に

生えるものが多く、多摩川にはカワラノギク

のほかカワラハハコ、カワラニガナ、カワラ

ヨモギ、カワラサイコ、カワラナデシコなど

がある。 

カワラハハコは、カワラノギクと同様な環

境で自生するため、環境変化により衰退して

いるが、カワラノギクのようには注目されて

おらず、カワラノギクの環境が復元されても

復活していない。 

 

白い部分が群生地 

 

白い部分が群生地 

カワラハハコ 
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（４）山地の植物の分布 

山地は、丘陵地や河川と違い高低差があるため、標高によって植生が変化する。 

ここでは、標高 600m 以上に分布する主な山地の植物の地形ごとの植物の分布を模式

的に示す。 

山地を代表する樹木のミズナラは、標高 600m 付近から出現する。この高さが山地の

植物の垂直分布の一つの目安と考えられる。 

 

◇山地の植物分布模式図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 アブラツツジ 

2 シロヤシオ 
3 ツガ 

4 オノオレカンバ 

5 ホツツジ 

6 シラカバ 

7 イワナンテン 

8 ヤマグルマ 
9 コミネカエデ 

10 ミズナラ 

11 ウダイカンバ 

12 マンサク 

13 ミズメ 

14 ミヤコザサ 

15 オオバノキハダ 

16 ハクウンボク 
17 カツラ 

18 イヌブナ 

19 ヒノキ 
20 サワグルミ 

21 ナツツバキ 

22 ヒトツバカエデ 

23 ウリハダカエデ 

24 サワシバ 

25 オオバアサガラ 

26 フサザクラ 

27 チドリノキ 

28 オニイタヤ 

29 オオウラジロノキ 

30 ヒメウツギ 
31 カスミザクラ 

3 

18 

10 

12 

岩尾根 

600m 

32 ギンバイソウ 
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◇標高６００ｍ等高線図 

  

600m 等高線 

600m 等高線 
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①岩稜地に生育する植物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多摩川から見た大岳山（1266.5m）と南東にのびる馬頭刈尾根。岩が多く岩稜地特有の

植物が生えている。 

岩上に生えるオノオレカンバ アブラツツジ 

ホツツジ イワギボウシ 

馬頭刈山 鶴脚山 

高明山 
大岳山 

富士見台 
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③草地に生育する植物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草地性植物は、わずかに残されている草地と林道、 

伐採跡地に自生する。それもシカやイノシシの食害 

を受けることもある。 

リンドウ 

マルバハギ 

オヤマボクチ 

シシウド 

クサボタン 

オカトラノオ 
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⑤林道沿いと法面に生育する植物 

  

林道のトネアザミ（左）とリュウノウギク（右） 

 

  

イワギク イワヨモギ 

  
林道工事の際、法面保護のためにヨモギや外来植物などの種子を吹き付けるが、古い林道では見

慣れない植物が生育していることがある。盆堀の林道にはイワギクの花が咲いていた。この植物

は、日本では東北から九州にかけて広く分布するが、関東・中部には分布せず、吹き付けの種子

に混じっていたと考えられる。イワヨモギは比較的新しい林道法面にも生育している。北海道に

生える植物でヨモギよりも花が大きく白っぽい。葉は羽状複葉である。 

 
 

法面保護に使われた外来植物と思われるコマツ

ナギ 

林道に生えたアメリカスミレサイシン 
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